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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】環境負荷の低減を目指せる環境に配慮した金属 
製棒状化粧料繰り出し容器に於ける金属製紅筒の、金型 
コスト、製造コストを低く抑える。
【解決手段】紅筒２は、内側壁に棒状化粧料を保持する 
保持リブ２１３を突設した保持部２１１とこの保持部２ 
１１に連続した止着部２１２とから成る両端が開口した 
パイプ状の保持筒２１と、下部外側壁に螺合突部２２４ 
を突設した脚状部２２１と、この脚状部２２１に連続し 
た天井部分２２２を有した連結部２２３とから成るキャ 
ップ状の脚筒２２より成り、この保持筒２１の止着部２ 
１２を脚筒２２の連結部２２３に嵌合止着して、この連 
結部２２３の天井部分２２２を保持部２１１の底部とす 
る。
【選択図】図７

審査請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 保 持 部 （ ２ １ １ ） の 内 側 壁 に 棒 状 化 粧 料 （ １ ） を 保 持 す る 保 持 リ ブ （ ２ １ ３ ） を 突 設 し  
保 持 部 （ ２ １ １ ） の 下 端 よ り 下 部 外 側 壁 に 螺 合 突 部 （ ２ ２ ４ ） を 突 設 し た 脚 状 部 （ ２ ２ １  
） を 垂 下 し た 紅 筒 （ ２ ） と 、 該 紅 筒 （ ２ ） を 摺 動 自 在 に 内 装 し 下 部 側 壁 に 紅 筒 （ ２ ） の 螺  
合 突 部 （ ２ ２ ４ ） が 貫 通 し て 紅 筒 （ ２ ） を 回 動 不 能 に 上 下 摺 動 自 在 に 案 内 す る ガ イ ド ス リ  
ッ ト （ ３ １ ） を 軸 線 方 向 に 長 く 穿 設 し た 収 納 筒 体 （ ３ ） と 、 該 収 納 筒 体 （ ３ ） の 下 部 に 回  
動 自 在 に 保 持 さ れ 内 側 壁 に 前 記 紅 筒 （ ２ ） の 螺 合 突 部 （ ２ ２ ４ ） が 螺 合 す る ラ セ ン 溝 （ ４  
２ ） を 螺 設 し た ラ セ ン 筒 （ ４ ） と 、 よ り 成 る 繰 り 出 し 機 構 部 （ １ １ ） を 、 外 部 に 露 出 す る  
外 装 体 （ １ ２ ） に 外 部 か ら 操 作 可 能 に 内 装 し て 成 り 、 該 繰 り 出 し 機 構 部 （ １ １ ） 及 び 外 装  
体 （ １ ２ ） の 構 成 部 材 全 て が 単 一 の 金 属 素 材 よ り 成 形 さ れ た 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 に 於  
い て 、
　 前 記 紅 筒 （ ２ ） は 、 保 持 部 （ ２ １ １ ） と 該 保 持 部 （ ２ １ １ ） に 連 続 し た 止 着 部 （ ２ １ ２  
） と か ら 成 る 両 端 が 開 口 し た パ イ プ 状 の 保 持 筒 （ ２ １ ） と 、 脚 状 部 （ ２ ２ １ ） と 該 脚 状 部  
（ ２ ２ １ ） に 連 続 し た 天 井 部 分 （ ２ ２ ２ ） を 有 し た 連 結 部 （ ２ ２ ３ ） と か ら 成 る キ ャ ッ プ  
状 の 脚 筒 （ ２ ２ ） よ り 成 り 、 該 保 持 筒 （ ２ １ ） の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） を 脚 筒 （ ２ ２ ） の 連 結  
部 （ ２ ２ ３ ） に 嵌 合 止 着 し て 、 該 連 結 部 （ ２ ２ ３ ） の 天 井 部 分 （ ２ ２ ２ ） を 保 持 部 （ ２ １  
１ ） の 底 部 と し た 事 を 特 徴 と す る 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 に 於 け る 棒 状 化 粧 料 の 紅  
筒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 紅 筒 （ ２ ） の 保 持 筒 （ ２ １ ） の 外 径 （ W Ａ １ ） と 脚 筒 （ ２ ２ ） の 脚 状 部 （ ２ ２ １ ）  
の 外 径 （ W Ｂ １ ） は 同 径 で 、 脚 筒 （ ２ ２ ） の 連 結 部 （ ２ ２ ３ ） の 外 径 （ W Ｂ ２ ） は 保 持 筒  
（ ２ １ ） の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） の 内 径 （ W Ａ ２ ） と 同 径 か 僅 か に 小 径 に し て 、 脚 筒 （ ２ ２ ）  
の 連 結 部 （ ２ ２ ３ ） と 脚 状 部 （ ２ ２ １ ） の 間 に 段 部 （ ２ ２ ５ ） を 構 成 し 、 保 持 筒 （ ２ １ ）  
の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） の 端 面 （ ２ １ ４ ） を 該 段 部 （ ２ ２ ５ ） に 当 接 、 止 着 し た こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ 記 載 の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 に 於 け る 棒 状 化 粧 料 の 紅 筒 。
【 請 求 項 ３ 】
　 脚 筒 （ ２ ２ ） の 脚 状 部 （ ２ ２ １ ） 下 端 に 保 持 筒 （ ２ １ ） の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） を 一 体 に 連  
設 し た 紅 筒 生 地 （ ２ ０ ） を 金 属 薄 板 よ り プ レ ス 成 形 す る 成 形 工 程 と 、 該 紅 筒 生 地 （ ２ ０ ）  
に 防 錆 処 理 な ど の 表 面 処 理 を 施 す 表 面 処 理 工 程 と 、 該 表 面 処 理 を 施 さ れ た 紅 筒 生 地 （ ２ ０  
） の 、 脚 筒 （ ２ ２ ） の 脚 状 部 （ ２ ２ １ ） と 保 持 筒 （ ２ １ ） の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） の 接 合 部 分  
（ 切 断 線 （ Ｃ Ｌ ） ） で 切 断 し て 脚 筒 （ ２ ２ ） と 保 持 筒 （ ２ １ ） に ２ 分 割 す る 切 断 工 程 と 、  
該 保 持 筒 （ ２ １ ） の 止 着 部 （ ２ １ ２ ） を 前 記 脚 筒 （ ２ ２ ） の 連 結 部 （ ２ ２ ３ ） に 嵌 合 、 止  
着 す る 組 立 工 程 と を 経 て 紅 筒 （ ２ ） を 得 る 事 を 特 徴 と す る 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器  
に 於 け る 棒 状 化 粧 料 の 紅 筒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 紅 筒 （ ２ ） の 保 持 部 （ ２ １ １ ） の 保 持 リ ブ （ ２ １ ３ ） は 、 前 記 成 形 工 程 中 、 若 し く  
は 表 面 処 理 工 程 後 、 若 し く は 切 断 工 程 後 、 若 し く は 組 立 工 程 後 の い ず れ か の 時 点 で 成 形 す  
る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 に 於 け る 棒 状 化 粧 料 の 紅  
筒 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 紅 筒 （ ２ ） の 脚 筒 （ ２ ２ ） の 螺 合 突 部 （ ２ ２ ４ ） は 、 前 記 成 形 工 程 中 、 若 し く は 表  
面 処 理 工 程 後 、 若 し く は 切 断 工 程 後 、 若 し く は 組 立 工 程 後 の い ず れ か の 時 点 で 成 形 す る 事  
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 、 ４ い ず れ か の 項 記 載 の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 に 於 け る 棒  
状 化 粧 料 の 紅 筒 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 口 紅 、 ス テ ィ ッ ク フ ァ ン デ ー シ ョ ン な ど の 棒 状 化 粧 料 を 収 納 す る 棒 状 化 粧 料  
繰 り 出 し 容 器 に 関 し 、 環 境 負 荷 の 低 減 を 目 指 せ る 環 境 に 配 慮 し た 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器  
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に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 口 紅 ・ ス テ ィ ッ ク フ ァ ン デ ー シ ョ ン 等 の 棒 状 化 粧 料 を 収 容 し た 棒 状 化 粧 料 容 器 は  
、 外 部 に 露 出 し た 部 材 に は 強 度 ・ 加 飾 性 に 優 れ た 金 属 部 材 を 、 棒 状 化 粧 料 を 保 持 す る 部 材  
に は Ｐ Ｐ （ ポ リ プ ロ ピ レ ン ） 等 の 成 形 性 ・ 耐 薬 品 性 に 優 れ た 合 成 樹 脂 を 、 繰 り 出 し 機 構 部  
等 の メ カ 部 に は Ｐ Ｏ Ｍ （ ポ リ ア セ タ ー ル ） 等 の 成 形 性 ・ 摺 動 性 に 優 れ た 合 成 樹 脂 を 使 用 す  
る な ど 、 文 字 通 り 適 材 適 所 に 素 材 が 使 い 分 け ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 金 属 、 合 成 樹 脂 合 わ せ て 複 数 種 の 素 材 が 組 み 合 わ さ れ て い る た め 、 廃 棄 の 際 な  
ど の 環 境 負 荷 を 考 え る と 、 現 状 で は 好 ま し い も の と は 言 え な か っ た 。 そ こ で 、 特 許 文 献 １  
の 口 紅 ケ ー ス の よ う に 、 構 成 す る 部 材 の 全 て を 金 属 で 成 形 し た 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 が  
知 ら れ て い る 。 こ の 構 成 の 場 合 、 外 装 部 分 の 加 飾 性 を 損 な う こ と な く 、 全 て の 部 材 を 同 一  
金 属 で 成 形 す る 事 が で き た 。 つ ま り 、 分 別 廃 棄 す る こ と な く 簡 単 に リ サ イ ク ル で き 、 環 境  
負 荷 を 低 減 で き た 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ５ ３ － ２ ３ ６ ７ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ２ － １ ０ ９ ０ １ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 昭 ６ ０ － １ ５ ８ ５ １ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 特 許 文 献 １ の 口 紅 ケ ー ス の 構 成 の 場 合 、 棒 状 化 粧 料 を 保 持 す る 紅 筒 （ 紅 皿 １ ０ ） が  
コ ッ プ 形 状 を し て お り 一 般 的 な プ レ ス 加 工 で 簡 単 に 成 形 す る 事 が で き る の で あ る が 、 特 許  
文 献 ２ に 示 さ れ た 操 出 容 器 の 紅 筒 （ 受 皿 １ ２ ） の 様 に 、 パ イ プ の 中 程 に 底 が あ る 様 な 形 状  
は 、 特 許 文 献 ３ の 棒 状 化 粧 品 押 出 容 器 の 図 ２ の 様 な 特 殊 な イ ン パ ク ト 成 形 を し な い 限 り １  
パ ー ツ で の 成 形 は 難 し か っ た 。 こ の 種 の 特 殊 な イ ン パ ク ト 成 形 は 、 加 工 で き る 作 業 場 所 も  
限 ら れ 、 金 型 代 も 高 額 に な っ て し ま う た め 、 現 実 的 で は な か っ た 。 結 果 的 に 、 特 許 文 献 １  
の 口 紅 ケ ー ス の 紅 筒 と 比 べ 、 大 幅 な コ ス ト ア ッ プ に な っ て し ま っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 は 、 棒 状 化 粧 料 １ を 上 下 摺 動 さ せ る 繰 り 出 し 機 構 部 １  
１ と 、 外 部 に 露 出 し こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ を 外 部 か ら 操 作 可 能 に 内 装 し た 外 装 体 １ ２ よ  
り 成 り 、 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ 及 び 外 装 体 １ ２ の 構 成 部 材 全 て を 単 一 の 金 属 素 材 に よ り 成 形  
す る 。 こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ は 、 棒 状 化 粧 料 １ を 保 持 す る 紅 筒 ２ と 、 棒 状 化 粧 料 １ 及 び  
紅 筒 ２ を 収 納 す る 収 納 筒 体 ３ と 、 こ の 収 納 筒 体 ３ に 相 対 回 転 可 能 に 保 持 さ れ 紅 筒 ２ を 上 下  
摺 動 さ せ る ラ セ ン 筒 ４ と よ り 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 紅 筒 ２ は 、 内 側 壁 に 保 持 リ ブ ２ １ ３ を 突 設 し て 棒 状 化 粧 料 １ を 保 持 す る 保 持 部 ２ １ １ の  
下 端 に 、 下 部 外 側 壁 に 螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 突 設 し た 脚 状 部 ２ ２ １ を 垂 下 し て い る 。 収 納 筒 体  
３ は 、 下 部 側 壁 に 紅 筒 ２ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が 貫 通 し て 紅 筒 ２ を 回 動 不 能 に 上 下 摺 動 自 在 に  
案 内 す る ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ を 軸 線 方 向 に 穿 設 す る 。 ラ セ ン 筒 ４ は 収 納 筒 体 ３ の 下 部 に 回  
動 自 在 に 保 持 さ れ 、 内 側 壁 に 前 記 紅 筒 ２ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が 螺 合 す る ラ セ ン 溝 ４ ２ を 螺 設  
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の う ち 紅 筒 ２ は 、 保 持 部 ２ １ １ を 有 し た 保 持 筒 ２ １ と 、 脚 状 部 ２ ２ １ を 有 し た 脚 筒 ２  
２ と よ り 構 成 す る 。 こ の 保 持 筒 ２ １ は 、 保 持 部 ２ １ １ と 、 こ の 保 持 部 ２ １ １ に 連 続 し た 止  
着 部 ２ １ ２ と よ り 成 り 、 両 端 が 開 口 し た パ イ プ 状 を し て い る 。 脚 筒 ２ ２ は 、 脚 状 部 ２ ２ １  
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と 、 こ の 脚 状 部 ２ ２ １ に 連 続 し 天 井 部 分 ２ ２ ２ を 有 し た 連 結 部 ２ ２ ３ よ り 成 り 、 一 端 が 開  
口 し た キ ャ ッ プ 状 を し て い る 。 こ の 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 ２ １ ２ を 、 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２  
３ に 嵌 合 止 着 し て 、 連 結 部 ２ ２ ３ の 天 井 部 分 ２ ２ ２ を 保 持 部 ２ １ １ の 底 部 と し て 、 紅 筒 ２  
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 尚 、 前 記 紅 筒 ２ の 保 持 筒 ２ １ の 外 径 Ｗ Ａ １ と 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 外 径 Ｗ Ｂ １ は 同  
径 と な っ て い る 。 こ の 保 持 筒 ２ の 止 着 部 ２ １ ２ の 内 径 Ｗ Ａ ２ は 、 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３  
の 外 径 Ｗ Ｂ ２ と 同 径 か 僅 か に 小 径 と な っ て お り 、 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ と 脚 状 部 ２ ２ １  
の 間 に は 段 部 ２ ２ ５ を 構 成 し て い る 。 こ の 段 部 ２ ２ ５ に は 、 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 ２ １ ２ の  
端 面 ２ １ ４ が 当 接 し た 状 態 で 保 持 筒 ２ １ と 脚 筒 ２ ２ が 止 着 さ れ 、 紅 筒 ２ と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 紅 筒 ２ は 、 成 形 工 程 、 表 面 処 理 工 程 、 切 断 工 程 、 組 立 工 程 を 経 て 製 造 さ れ る 。  
成 形 工 程 は 、 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 下 端 に 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 ２ １ ２ を 一 体 に 連 設 し  
た キ ャ ッ プ 形 状 の 紅 筒 生 地 ２ ０ を 金 属 薄 板 よ り プ レ ス 成 形 す る 工 程 で あ る 。 表 面 処 理 工 程  
は 、 成 形 工 程 に よ り 成 形 さ れ た 紅 筒 生 地 ２ ０ を 防 錆 処 理 な ど の 表 面 処 理 を 施 す 工 程 で あ る  
。 切 断 工 程 は 、 表 面 処 理 を 施 さ れ た 紅 筒 生 地 ２ ０ の 、 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ と 保 持 筒 ２  
１ の 止 着 部 ２ １ ２ の 接 合 部 分 （ 切 断 線 Ｃ Ｌ ） で 切 断 し て 、 脚 筒 ２ ２ と 保 持 筒 ２ １ に ２ 分 割  
す る 工 程 で あ る 。 組 立 工 程 は 、 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 を 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ に 嵌 合 、 止  
着 し て 紅 筒 ２ を 得 る 工 程 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 紅 筒 ２ の 保 持 筒 ２ １ の 保 持 部 ２ １ １ の 保 持 リ ブ ２ １ ３ 、 及 び 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２  
１ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 成 形 工 程 中 、 若 し く は 表 面 処 理 工 程 後 、 若 し く は 切 断  
工 程 後 、 若 し く は 組 立 工 程 後 の い ず れ か の 時 点 で 成 形 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 以 上 の よ う に 、 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ 及 び 外 装 体 １ ２ の 構 成 部 材 全 て が 同 一 の 金  
属 素 材 よ り 成 る 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 と な っ て い る 。 こ こ で 、 外 装 体 １ ２ を 介 し て 繰 り  
出 し 機 構 部 １ １ を 操 作 し て 収 納 筒 体 ３ と ラ セ ン 筒 ４ を 相 対 回 転 さ せ る と 、 紅 筒 ２ の 脚 状 部  
２ ２ １ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が 収 納 筒 体 ３ の ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ を 貫 通 し て 回 動 を 阻 止 さ れ た  
状 態 で 、 相 対 回 転 す る ラ セ ン 筒 ４ の ラ セ ン 溝 ４ ２ に 螺 合 し て い る た め 、 螺 合 作 用 に よ り 紅  
筒 ２ 及 び 棒 状 化 粧 料 １ が 上 下 摺 動 す る 。 つ ま り 、 従 来 の 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 と 同 様 の  
操 作 で 棒 状 化 粧 料 の 出 没 操 作 が 行 え る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か も 、 内 面 に 保 持 リ ブ ２ １ ３ を 有 し た パ イ プ 状 の 金 属 製 保 持 筒 ２ １ を 、 天 井 部 分 ２ ２  
２ を 有 し 下 部 側 壁 に 螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 突 設 し た キ ャ ッ プ 状 の 金 属 製 脚 筒 ２ ２ の 上 部 に 組 付  
け る 事 に よ り 、 簡 単 に パ イ プ の 中 程 に 底 部 が あ る 金 属 製 の 紅 筒 ２ を 得 ら れ る 。 こ の 紅 筒 ２  
の 保 持 筒 ２ １ 及 び 脚 筒 ２ ２ は 、 プ レ ス 加 工 に よ り 成 形 可 能 な 形 状 を し て い る た め 、 金 型 コ  
ス ト 、 製 造 コ ス ト を 低 く 抑 え ら れ る 。 加 え て 、 加 工 工 程 中 の 工 程 を 置 き 換 え る こ と に よ り  
、 簡 単 に 棒 状 化 粧 料 １ の 充 填 、 装 着 方 法 に 応 じ た 保 持 リ ブ ２ １ ３ や 底 部 の 形 状 に 対 応 で き  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 紅 筒 ２ を 、 棒 状 化 粧 料 １ を 保 持 す る 保 持 部 ２ １ １ を 有 し た 保 持 筒 ２ １ と 、 ラ セ ン  
溝 ４ ２ に 螺 合 す る 螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 設 け た 脚 筒 ２ ２ と に 分 割 し た た め 、 別 個 に そ れ ぞ れ が  
必 要 と す る 肉 厚 に 設 定 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 保 持 筒 ２ １ は 、 棒 状 化 粧 料 １ を 保 持 す  
る た め 、 ま た 化 粧 料 の 固 形 化 時 の 冷 却 性 を 向 上 さ せ る た め 、 肉 薄 に し て い る 。 ま た 、 脚 筒  
２ ２ は 、 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が ラ セ ン 溝 ４ ２ か ら 外 れ て し ま わ な い 様 あ る 程 度 の 強 度 が 必 要 で  
、 肉 厚 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 紅 筒 ２ の 製 造 方 法 に 於 い て 、 内 面 に 保 持 リ ブ ２ １ ３ を 有 し た パ イ プ 状 の  
保 持 筒 ２ １ と 天 井 部 分 ２ ２ ２ を 有 し 側 壁 に 螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 突 設 し た キ ャ ッ プ 状 の 脚 筒 ２  
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２ を 一 体 に し た 紅 筒 生 地 ２ ０ を 成 形 加 工 、 表 面 処 理 加 工 を 行 っ た 後 、 切 断 し て 保 持 筒 ２ １  
と 脚 筒 ２ ２ に 分 割 し て い る た め 、 成 形 金 型 、 成 形 加 工 工 程 、 表 面 処 理 工 程 は １ パ ー ツ 分 で  
済 む 。 こ の 紅 筒 生 地 ２ ０ の 形 状 は プ レ ス 加 工 可 能 な 形 状 と な っ て お り 、 切 断 工 程 、 組 立 工  
程 が 必 要 と な る が 、 特 許 文 献 １ の 口 紅 ケ ー ス の 紅 筒 と 比 べ 最 小 限 の コ ス ト ア ッ プ で 、 パ イ  
プ の 中 程 に 底 部 が あ る 形 状 の 金 属 製 の 紅 筒 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 実 施 例 １ の 差 し 紅 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 正 面 断 面 図 で  
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 実 施 例 １ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 、 棒 状 化 粧 料 塗 布 状 態 の 正 面  
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 実 施 例 の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 棒 状 化 粧 料 の 紅 筒 の 製 造 工 程 を  
示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 実 施 例 の 紅 筒 の 成 形 工 程 、 表 面 処 理 工 程 時 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 実 施 例 の 紅 筒 の 切 断 工 程 時 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 実 施 例 の 紅 筒 の 組 立 工 程 時 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 実 施 例 １ の 紅 筒 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 実 施 例 ２ の 上 方 充 填 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 正 面 部 分 断  
面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 実 施 例 ３ の 後 方 充 填 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 正 面 部 分 断  
面 図 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 実 施 例 １ と し て 、 予 め 成 形 し た 棒 状 化 粧 料 １ を 容 器 に セ ッ ト す る 、 差 し 紅 タ イ プ  
の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 実 施 例 に つ い て 、 図 １ ， ２ ， ７ に よ っ て 説 明 す る 。 本  
発 明 の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 は 、 棒 状 化 粧 料 １ を 上 下 摺 動 さ せ る 繰 り 出 し 機 構 部  
１ １ と 、 こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ を 外 部 か ら 操 作 可 能 に 内 装 し た 外 装 体 １ ２ よ り 成 り 、 繰  
り 出 し 機 構 部 １ １ 及 び 外 装 体 １ ２ の 構 成 部 材 全 て を ア ル ミ ニ ウ ム 素 材 か ら 、 プ レ ス 加 工 等  
で 成 形 す る 。 こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ は 、 紅 筒 ２ と 収 納 筒 体 ３ 及 び ラ セ ン 筒 ４ と よ り 成 っ  
て お り 、 外 装 体 １ ２ は 、 中 筒 ５ と ハ カ マ 筒 ６ 及 び キ ャ ッ プ ７ と よ り 成 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ の 紅 筒 ２ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 保 持 筒 ２ １ と 、 こ の 保 持 筒 ２  
１ の 下 端 に 止 着 さ れ る 脚 筒 ２ ２ と よ り 成 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 保 持 筒 ２ １ は 、 保 持 部 ２ １ １ と こ の 保 持 部 ２ １ １ に 連 続 し た 止 着 部 ２ １ ２ と か ら 成 る 両  
端 が 開 口 し た パ イ プ 状 を し て い る 。 こ の 保 持 部 ２ １ １ の 内 周 壁 に は 、 軸 線 方 向 に 長 い 複 数  
の 保 持 リ ブ ２ １ ３ を 均 等 に 突 設 し 、 棒 状 化 粧 料 １ に 食 い 込 み 、 保 持 し て い る 。 こ の 保 持 リ  
ブ ２ １ ３ は 、 保 持 部 ２ １ １ の 外 壁 側 か ら 内 が わ に 向 け て 突 設 し 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 脚 筒 ２ ２ は 、 脚 状 部 ２ ２ １ と こ の 脚 状 部 ２ ２ １ に 連 続 し 天 井 部 分 ２ ２ ２ を 有 し た 連 結 部  
２ ２ ３ よ り 成 り 、 一 端 が 開 口 し た キ ャ ッ プ 状 を し て い る 。 こ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 外 径 W Ｂ １  
は 、 保 持 筒 ２ １ の 外 径 W Ａ １ と 同 径 で あ り 、 連 結 部 ２ ２ ３ の 外 径 W Ｂ ２ は 、 保 持 筒 ２ １ の  
止 着 部 ２ １ ２ の 内 径 W Ａ ２ と 同 径 か 僅 か に 小 径 で あ り 、 脚 状 部 ２ ２ １ と 連 結 部 ２ ２ ３ の 接  
合 部 分 に 段 部 ２ ２ ５ を 構 成 し て い る 。 こ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 下 部 外 側 壁 に は 、 螺 合 突 部 ２ ２  
４ を 突 設 し て い る 。 こ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ は 、 脚 状 部 ２ ２ １ の 外 周 の 対 向 し た 位 置 ２ か 所 に  
、 内 壁 側 か ら 外 が わ に 向 け て 突 設 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ に 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 ２ １ ２ が 嵌 合 し 、 止 着 部 ２  
１ ２ の 端 面 ２ １ ４ が 段 部 ２ ２ ５ に 当 接 し た 状 態 で 止 着 し て 、 連 結 部 ２ ２ ３ の 天 井 部 分 ２ ２  
２ が 保 持 部 ２ １ １ の 底 面 を 形 成 す る 。 こ の 天 井 部 分 ２ ２ ２ に は 、 小 さ い 貫 通 穴 ２ ２ ６ が 穿  
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設 さ れ 、 棒 状 化 粧 料 １ セ ッ ト 時 の エ ア 抜 き に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 棒 状 化 粧 料 １ 及 び 紅 筒 ２ は 、 収 納 筒 体 ３ 内 に 上 下 摺 動 自 在 に 内 装 し て い る 。 こ の 収  
納 筒 体 ３ の 下 端 よ り は 、 軸 線 方 向 に 長 く ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ を 穿 設 し て い る 。 こ の ガ イ ド  
ス リ ッ ト ３ １ は 、 前 記 紅 筒 ２ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ に 対 応 し た 数 、 位 置 に 設 け ら れ 、 紅 筒 ２ の  
螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 下 端 よ り 挿 入 、 係 合 さ せ て 、 紅 筒 ２ を 回 動 不 能 に 規 制 し な が ら 上 下 摺 動  
自 在 に 案 内 し て い る 。 こ の ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ よ り 上 方 外 周 に は 、 係 合 リ ブ ３ ２ を 内 壁 側  
か ら 外 が わ に 向 け て 突 出 し て 周 設 し て い る 。 な お 、 こ の 係 合 リ ブ ３ ２ は 、 収 納 し た 紅 筒 ２  
が 下 降 限 の 時 、 紅 筒 ２ の 上 端 よ り 下 に 位 置 し 、 紅 筒 ２ が 保 持 し て い る 棒 状 化 粧 料 １ に 影 響  
を 及 ぼ さ な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 収 納 筒 体 ３ の 下 部 は 、 ラ セ ン 筒 ４ の 上 端 よ り 回 動 自 在 に 挿 入 さ れ て い る 。 こ の ラ セ  
ン 筒 ４ は 、 底 部 ４ １ を 有 し た 薄 肉 の コ ッ プ 状 を し て お り 、 上 端 は 収 納 筒 体 ３ の 係 合 リ ブ ３  
２ の 下 面 に 当 接 し 、 下 端 は 収 納 筒 体 ３ の 底 部 ４ １ に 当 接 し て い る 。 こ の ラ セ ン 筒 ４ の 内 側  
壁 に は 、 収 納 筒 体 ３ の ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ を 貫 通 し た 紅 筒 ２ の 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が 螺 合 す る  
ラ セ ン 溝 ４ ２ を 螺 設 し て い る 。 こ の ラ セ ン 溝 ４ ２ は 、 ラ セ ン 筒 ４ の 上 端 に 開 溝 し て お り 、  
螺 合 突 部 ２ ２ ４ を 上 端 か ら 螺 合 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 し た よ う に  
、 こ の ラ セ ン 溝 ４ ２ は 、 ラ セ ン 筒 ４ の 内 壁 側 か ら 外 が わ に 向 か っ て 成 形 さ れ て お り 、 ラ セ  
ン 筒 ４ の 外 側 壁 は ラ セ ン 溝 ４ ２ の 形 状 に 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ の 説 明 は 以 上 で あ る 。 こ こ で 、 収 納 筒 体 ３ を 保 持 し て ラ セ ン 筒 ４ を  
回 転 操 作 す る と 、 収 納 筒 体 ３ と ラ セ ン 筒 ４ が 相 対 回 転 す る 。 収 納 筒 体 ３ 内 の 紅 筒 ２ は 、 螺  
合 突 部 ２ ２ ４ が 収 納 筒 体 ３ の ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ を 貫 通 し て 回 動 し な い 状 態 で 、 回 動 す る  
ラ セ ン 筒 ４ の ラ セ ン 溝 ４ ２ に 螺 合 し て い る た め 、 螺 合 作 用 に よ り 紅 筒 ２ が 収 納 筒 体 ３ 内 を  
上 下 摺 動 し 、 棒 状 化 粧 料 １ が 収 納 筒 体 ３ の 先 端 よ り 出 没 す る 。 そ し て 、 図 １ に 示 し た よ う  
に 、 紅 筒 ２ の 下 端 が ラ セ ン 筒 ４ の 底 部 ４ １ に 当 接 し て 紅 筒 ２ の 下 降 限 と な り 、 図 ２ に 示 し  
た よ う に 、 ガ イ ド ス リ ッ ト ３ １ の 上 端 に 螺 合 突 部 ２ ２ ４ が 当 接 し て 、 紅 筒 ２ の 上 昇 限 と な  
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 こ の 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ を 収 容 す る 外 装 体 １ ２ に つ い て 説 明 す る 。 中 筒 ５ は 、 両  
端 が 開 口 し た パ イ プ 状 を し て お り 、 繰 り 出 し 機 構 部 １ １ の ラ セ ン 筒 ４ を 下 方 よ り 挿 入 止 着  
し て い る 。 こ の 中 筒 ５ の 上 端 は 、 内 径 が 収 納 筒 体 ３ の 係 合 リ ブ ３ ２ の 外 径 よ り も 小 径 で 、  
収 納 筒 体 ３ の 外 径 よ り も 僅 か に 大 径 に 窄 ま っ た 先 端 部 ５ ３ と な っ て い る 。 こ の 先 端 部 ５ ３  
の 内 側 と 、 前 記 ラ セ ン 筒 ４ の 先 端 と の 間 に は 、 前 記 収 納 筒 体 ３ の 係 合 リ ブ ３ ２ を 回 動 自 在  
に 脱 落 不 能 に 挟 持 す る 挟 持 部 ５ １ と な っ て い る 。 こ の 中 筒 ５ 下 部 は 、 有 底 筒 状 の ハ カ マ 筒  
６ 内 に 挿 入 止 着 さ れ 、 上 端 は ハ カ マ 筒 ６ の 上 端 よ り 突 出 し て キ ャ ッ プ ７ が 抜 脱 可 能 に 嵌 合  
す る 嵌 合 部 ５ ２ に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 キ ャ ッ プ ７ を 抜 脱 し て 収 納 筒 体 ３ を 保 持 し て ハ  
カ マ 筒 ６ を 回 転 操 作 す る と 、 中 筒 ５ を 介 し て ハ カ マ 筒 ６ に 止 着 さ れ た ラ セ ン 筒 ４ が 回 転 し  
、 収 納 筒 体 ３ と ラ セ ン 筒 ４ の 相 対 回 転 が 成 立 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 が 本 発 明 の 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 構 成 で あ る 。 次 に 、 本 発 明 紅 筒 の 製 造 方 法 を  
図 ３ 乃 至 図 ７ に よ り 説 明 す る 。 図 ３ は 本 発 明 紅 筒 の 製 造 工 程 を ま と め た フ ロ ー チ ャ ー ト で  
あ る 。 紅 筒 の 製 造 工 程 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 板 （ 金 属 薄 板 ） よ り 所 定 の 紅 筒 生 地 ２ ０ の 形 状 に  
プ レ ス 成 形 す る 成 形 工 程 、 プ レ ス 成 形 さ れ た 紅 筒 生 地 ２ ０ に 陽 極 酸 化 皮 膜 処 理 を 施 す 表 面  
処 理 工 程 、 表 面 処 理 を 施 さ れ た 紅 筒 生 地 ２ ０ を 切 断 し て 保 持 筒 ２ １ と 脚 筒 ２ ２ に ２ 分 割 す  
る 切 断 工 程 、 こ の ２ 分 割 し た 保 持 筒 ２ １ と 脚 筒 ２ ２ を 組 付 け 止 着 し て 紅 筒 ２ に す る 組 立 工  
程 と か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 成 形 工 程 に 於 い て は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 薄 板 を 、 図 ４ に 示 す よ う な 紅 筒 生 地 ２ ０ の 形 状 に プ  
レ ス 成 形 し て い る 。 こ の 紅 筒 生 地 ２ ０ は 、 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 端 部 と 保 持 筒 ２ １ の  
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止 着 部 ２ １ ２ の 端 部 を 連 結 し た 形 状 を し て お り 、 こ の 紅 筒 生 地 ２ ０ の 全 長 Ｌ １ は 、 保 持 筒  
２ １ の 長 さ Ｌ Ａ と 脚 筒 ２ ２ の 長 さ Ｌ Ｂ の 和 と な っ て い る 。 ま た 、 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １  
の 外 径 W Ｂ １ と 保 持 筒 ２ １ の 外 径 W Ａ １ は 同 径 に な っ て い る 。 し か し 、 保 持 筒 ２ １ の 肉 厚  
Ｔ Ａ は 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 肉 厚 Ｔ Ｂ よ り も 薄 肉 に な っ て お り 、 内 壁 に 段 差 を 生 じ て  
い る 。 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ の 外 径 W Ｂ ２ は 、 保 持 筒 ２ １ の 止 着 部 ２ １ ２ の 内 径 W Ａ ２  
と 同 径 か 僅 か に 小 径 に な っ て お り 、 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ 外 壁 と 脚 状 部 ２ ２ １ 外 壁 と の  
間 に 、 保 持 筒 ２ １ の 肉 厚 Ｔ Ａ プ ラ ス ア ル フ ァ の 段 部 ２ ２ ５ を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 表 面 処 理 工 程 に 於 い て は 、 図 ４ に 示 す 成 形 工 程 で 成 形 し た 紅 筒 生 地 ２ ０ に 陽 極 酸 化 皮 膜  
処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 切 断 工 程 に 於 い て は 、 図 ４ に 示 し た 紅 筒 生 地 ２ ０ の 下 部 内 壁 に あ る 段 差 直 下 の 切 断 線 Ｃ  
Ｌ で 切 断 し 、 紅 筒 生 地 ２ ０ を 保 持 筒 ２ １ と 脚 筒 ２ ２ に 分 割 す る 。 こ の 切 断 後 を 図 ５ に 示 す  
。 保 持 筒 ２ １ の 切 断 部 位 は 止 着 部 ２ １ ２ の 端 面 ２ １ ４ と な り 、 脚 筒 ２ ２ の 切 断 部 位 は 脚 状  
部 ２ ２ １ の 下 端 に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 組 立 工 程 に 於 い て は 、 図 ５ に 示 し た 切 断 工 程 で 紅 筒 生 地 ２ ０ よ り 切 断 し た 保 持 筒 ２ １ を  
、 図 ６ に 示 し た よ う に 、 止 着 部 ２ １ ２ の 端 面 ２ １ ４ （ 切 断 面 ） を 下 に し て 、 脚 筒 ２ ２ の 連  
結 部 ２ ２ ３ に 嵌 合 止 着 さ せ る 。 こ の 時 、 保 持 筒 ２ １ の 端 面 ２ １ ４ は 、 脚 筒 ２ ２ の 段 部 ２ ２  
５ に 当 接 し て い る 。 以 上 工 程 を 経 て 図 ７ に 示 す 紅 筒 ２ が 成 形 さ れ る 。 紅 筒 ２ の 全 長 Ｌ ２ は  
、 保 持 筒 ２ １ の 長 さ Ｌ Ａ と 脚 筒 ２ ２ の 脚 状 部 ２ ２ １ の 長 さ Ｌ Ｂ １ の 和 で あ り 、 棒 状 化 粧 料  
１ の 保 持 部 分 の 深 さ Ｄ は 、 保 持 筒 ２ １ の 長 さ Ｌ Ａ と 脚 筒 ２ ２ の 連 結 部 ２ ２ ３ の 長 さ Ｌ Ｂ ２  
の 差 と な っ て い る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 実 施 例 ２ と し て 、 熱 融 解 し た 化 粧 料 を 容 器 上 方 よ り 流 し 込 み 冷 却 固 形 化 す る 、 上 方 充 填  
タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 実 施 例 に つ い て 図 ８ に よ っ て 説 明 す る 。 先 に 説  
明 し た 実 施 例 １ の 差 し 紅 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 と 構 成 、 工 程 は 同 じ で あ  
り 、 紅 筒 ２ の 細 部 が 異 な る 。 以 下 そ の 差 異 点 に つ い て 説 明 す る 。 紅 筒 ２ の 保 持 部 ２ １ １ 内  
周 壁 に 均 等 に 設 け ら れ た 保 持 リ ブ ２ １ ３ は 、 周 方 向 の リ ブ と 軸 線 方 向 の リ ブ が 組 み 合 わ さ  
れ た 逆 Ｔ 字 状 を し て い る 。 脚 筒 ２ ２ の 天 井 部 分 ２ ２ ２ に は 何 も 設 け ら れ て お ら ず 、 閉 鎖 さ  
れ て い る 。 そ の 結 果 、 収 納 筒 体 ３ 内 の 、 紅 筒 ２ の 保 持 部 ２ １ １ 上 方 に 充 填 ス ペ ー ス １ ３ が  
形 成 さ れ 、 熱 融 解 し た 化 粧 料 を 上 方 よ り 充 填 で き 、 容 器 内 で 棒 状 化 粧 料 １ に 冷 却 、 固 形 化  
す る 。 こ の 際 、 保 持 部 ２ １ １ の 保 持 リ ブ ２ １ ３ は 、 棒 状 化 粧 料 １ に 対 す る 抜 け 止 め 及 び 回  
り 止 め と し て 働 く 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 実 施 例 ３ と し て 、 熱 融 解 し た 化 粧 料 を 容 器 後 端 よ り 流 し 込 み 冷 却 固 形 化 す る 、 後 方 充 填  
タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 の 実 施 例 に つ い て 図 ９ に よ っ て 説 明 す る 。 先 に 説  
明 し た 実 施 例 １ の 差 し 紅 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 、 及 び 実 施 例 ２ の 上 方 充  
填 タ イ プ の 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 と 構 成 、 工 程 は 同 じ で あ り 、 紅 筒 ２ 、 ラ セ ン 筒  
４ 及 び ハ カ マ 筒 ６ の 細 部 が 異 な る 。 以 下 そ の 差 異 点 に つ い て 説 明 す る 。 紅 筒 ２ の 保 持 部 ２  
１ １ 内 周 壁 に 均 等 に 設 け ら れ た 保 持 リ ブ ２ １ ３ は 、 実 施 例 ２ と 同 じ 、 周 方 向 の リ ブ と 軸 線  
方 向 の リ ブ が 組 み 合 わ さ れ た 逆 Ｔ 字 状 を し て い る 。 脚 筒 ２ ２ の 天 井 部 分 ２ ２ ２ に は 大 き い  
貫 通 穴 ２ ２ ６ が 穿 設 さ れ て い る 。 ラ セ ン 筒 ４ の 底 部 ４ １ 及 び ハ カ マ 筒 ６ の 底 部 に は 、 紅 筒  
２ の 貫 通 穴 ２ ２ ６ が 覗 け る 充 填 穴 ６ １ を 穿 設 し て い る 。 こ の 充 填 穴 ６ １ は 、 穴 径 が φ ７ ．  
０ ｍ ｍ 以 上 で あ り 、 溶 融 し た 化 粧 料 を 充 填 す る 充 填 ノ ズ ル が 挿 入 さ れ 、 紅 筒 ２ の 貫 通 穴 ２  
２ ６ に 到 達 で き る よ う に な っ て い る 。 そ の 結 果 、 収 納 筒 体 ３ 内 の 、 紅 筒 ２ の 保 持 部 ２ １ １  
上 方 に 形 成 さ れ た 充 填 ス ペ ー ス に 、 熱 融 解 し た 化 粧 料 を 貫 通 穴 ２ ２ ６ よ り 充 填 で き 、 容 器  
内 で 棒 状 化 粧 料 １ に 冷 却 、 固 形 化 す る 。 こ の 際 、 保 持 部 ２ １ １ の 保 持 リ ブ ２ １ ３ は 、 棒 状  
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化 粧 料 １ に 対 す る 抜 け 止 め 及 び 回 り 止 め と し て も 働 く 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 実 施 例 に 於 い て は 、 金 属 製 棒 状 化 粧 料 繰 り 出 し 容 器 を 単 一 素 材 化 す る 素 材 と し て  
、 リ サ イ ク ル 性 、 プ レ ス 成 形 性 、 加 飾 性 な ど か ら 、 ア ル ミ ニ ウ ム 素 材 を 使 用 し た が 、 他 の  
プ レ ス 成 形 可 能 な 金 属 素 材 で あ れ ば 使 用 可 能 で あ る の は 言 う ま で も な い 。 こ の 場 合 、 使 用  
し た 金 属 素 材 に 応 じ た 表 面 処 理 を 施 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 前 述 し た 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ の 様 に 、 棒 状 化 粧 料 の 充 填 、 セ ッ ト 方 法 の 差 異 に よ  
る 容 器 構 成 の 相 違 点 は 、 保 持 部 ２ １ １ の 保 持 リ ブ ２ １ ３ の 形 状 、 貫 通 穴 ２ ２ ６ の 形 状 、 及  
び 外 装 体 １ ２ の 充 填 穴 ６ １ の 有 無 は 、 プ レ ス 加 工 工 程 を 置 き 換 え る こ と に よ り 簡 単 に 実 施  
で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 施 例 ２ 及 び 実 施 例 ３ に 於 い て 、 紅 筒 ２ の 保 持 部 ２ １ １ の 保 持 リ ブ ２ １ ３ を 、 周 方 向 及  
び 軸 線 方 向 の リ ブ を 組 合 せ た 形 状 を 説 明 し た が 、 こ の 形 状 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 公  
知 の 直 接 充 填 タ イ プ 用 の 保 持 リ ブ の 形 状 で あ れ ば 利 用 可 能 で あ る 。 ま た 、 実 施 例 ３ の 場 合  
、 化 粧 料 を 貫 通 穴 ２ ２ ６ 超 え て 充 填 し て 、 貫 通 穴 ２ ２ ６ の 縁 部 を 抜 け 止 め 用 の リ ブ と し て  
利 用 す る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 尚 、 紅 筒 ２ の 保 持 筒 ２ １ に 設 け ら れ る 保 持 リ ブ ２ １ ３ と 、 脚 筒 ２ ２ に 設 け ら れ る 螺 合 突  
部 ２ ２ ４ は 、 ど ち ら も 反 対 が わ 側 面 よ り 径 方 向 に 突 出 さ せ て い る が 、 こ の 成 形 の タ イ ミ ン  
グ は 紅 筒 生 地 ２ ０ の 成 形 加 工 工 程 中 は も ち ろ ん 、 表 面 処 理 工 程 後 、 切 断 工 程 後 の 保 持 筒 ２  
１ と 脚 筒 ２ ２ に 分 割 し た 後 、 及 び 組 立 工 程 後 の 紅 筒 ２ 形 状 に な っ た 後 、 各 タ イ ミ ン グ で 行  
う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 保 持 リ ブ ２ １ ３ と 螺 合 突 部 ２ ２ ４ は 、 同 じ タ イ ミ ン グ で 成 形  
す る 事 も 、 異 な る タ イ ミ ン グ で 成 形 す る 事 も で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 　 １     棒 状 化 粧 料
　 　 ２     紅 筒
　 　 ３     収 納 筒 体
　 　 ４     ラ セ ン 筒
　 １ １     繰 り 出 し 機 構 部
　 １ ２     外 装 体
　 ２ ０     紅 筒 生 地
　 ２ １     保 持 筒
　 ２ ２     脚 筒
　 ３ １     ガ イ ド ス リ ッ ト
　 ４ ２     ラ セ ン 溝
２ １ １     保 持 部
２ １ ２     止 着 部
２ １ ３     保 持 リ ブ
２ １ ４     端 面
２ ２ １     脚 状 部
２ ２ ２     天 井 部 分
２ ２ ３     連 結 部
２ ２ ４     螺 合 突 部
２ ２ ５     段 部
　 Ｃ Ｌ     切 断 線
Ｗ Ａ １     保 持 筒 の 外 径
Ｗ Ａ ２     保 持 筒 の 止 着 部 の 内 径
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Ｗ Ｂ １     脚 筒 の 脚 状 部 の 外 径
Ｗ Ｂ ２     脚 筒 の 連 結 部 の 外 径
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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